
自民党 衆議院議員 
昭和34年、小さな写真屋に生まれる。 

大学時代は、ハンドボール部のキャプテンとして活躍。 

零細企業に育ったこともあり、中小企業を担当する通商産業省に入省。 

日米交渉や行政改革、地方行政（埼玉県副知事に出向）などに携わる。 

平成18年衆議院千葉七区補欠選挙にて公募により選ばれるも、惜敗。 

平成21年衆議院総選挙において、比例南関東ブロックで初当選。 

平成24年衆議院総選挙において、千葉七区より二期目の当選。 

環境大臣政務官を経て、現在、党農林部会長として農林業の国際 

競争力強化に奮闘中。 

〔趣 味〕 ハンドボール、カラオケ、読書、映画 

〔好きな食べ物〕 ラーメン、焼肉（特にカルビとハラミ） 
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 本年１月２４日から１５０日間にわたり開催されておりました第１８６回通常国会が

閉会しました。 

 この国会は、さいとう健にとりまして、かつてない本当に大変な国会となりました。 

  

現在、さいとう健は、自民党の農林部会長というポストにあります。これは、党内の

農林政策のまとめ役の仕事です。 

政府が、法律を作ったり、予算を作ったりする際、国会を通さねばなりません。とこ

ろが、政府がいきなり国会に法律案や予算案を提出しても、自民党の議員でさえ、賛同

してくれる保証はありません。そうなると、法律案も予算案も国会で否決されること 

にもなりかねません。 

こういう事態を防ぐために、政府は、国会に法律案や予算案を提出する前に、自民党

にこれでどうかと了解を求めることになります。その農林分野の党側の受け手が農林 

部会長なのです。 

  

政府から法律案等の提案があると、部会長は部会という会議にかけて自民党議員の 

意見集約をすることになります。ところが、自民党議員は、衆議院と参議院を合わせ 

ますと４１０名もおり、意見集約はなかなか容易ではありません。特に、農林部会は 

難しい部会で有名で、ときには、議員同士つかみ合い寸前のやり取りになることもあり

ます。何度部会を開いても了承されない時もあります。 

                               （裏面へ続く） 

  「第１８６回 
   通常国会を終えて」 

 
 さいとう健は、時間の許す限り、国会議事堂内
を一緒に案内いたします。何名様でも結構です。
お問い合わせは後援会事務所まで。 

 
 さいとう健は、皆様とひざをつき合せて意見交
換ができるミニ集会を、活動の原点としておりま
す。ぜひ企画してお呼びいただければ幸いです。 

関宿城まつりにて、地元の活性化に 

取り組む若者と意見交換。 



名前・住所の登録不要。 

月刊さいとう健では伝えきれない内容満載。 

返信すれば匿名で意見を伝えられます。 
http://www.saito-ken.jp/info/melmaga.html 討議資料 

メルマガ 

尊敬する秋元大吉郎元流山市長の米寿を 

祝う会にて、感謝の言葉を述べました。 

お問い合わせは後援会事務所まで。 す。ぜひ企画してお呼びいただければ幸いです。 

祭りの季節になりましたね！ 

地元の担ぎ手の皆様を激励。 
知人のバーベキュー大会に参加。 

焼肉が大好きなので嬉しいです。 

そうやって、何とか、政府が提出してくる法律案や予算案について、部会で修正を 

求めたりして党内合意を達成し、晴れて政府案として国会に提出される運びとなるの 

です。 

 

今国会は、農林関係の法律は、政府が提出したものが５本、議員提出のものが３本 

あり、いずれもなかなかに重いものでありました。 

  

加えて、安倍政権の成長戦略の大きな柱として農業改革が挙げられており、こちらの

方も党内議論は大変難航しました。 

報道にもありますように、農協の抜本改革、農業生産法人の規制緩和、農業委員会の

首長任命制への移行など、これまた何十年かに一回の重いテーマばかりでありました。 

これらのものすべてに、何とか道筋をつけることができたということで、正直ほっと

しているところであります。 

  

振り返ってみますと、昨年１０月の農林部会長就任以来、４０年ぶりのコメの生産 

調整の見直しから始まりまして、民主党時代に実施された戸別所得補償の廃止、農地 

集積の切り札である農地バンクの設立、新しい農地直接支払制度の創設、さらには、 

難航するＴＰＰへの対応、７年越しのオーストラリアとの経済連携協定の締結と駆け 

抜けてきて、今また、６０年ぶりの農協抜本改革に着手するに至り、これらすべてを 

農林部会で取り仕切ってきたことに対しましては、実に感慨深いものがあります。 

この国会は、さいとう健にとりまして、忘れえぬ国会となりました。 

  

これも皆さんのおかげです。二期目の当選を果たさせていただき、政権与党に復帰 

させていただいたおかげだと、今ほどありがたく思えるときはございません。 

ご支援いただいている皆さんに、重ねて感謝申し上げます。 

  

                     平成２６年通常国会閉会日に 

                          衆議院議員  齋藤 健 


